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３/
11

3.11の震災犠牲者を追悼
震災を風化させないために

３/
14

災害発生時の停電を想定し
町内給油所で発電機の点検と緊急車両への給油訓練を実施

▲緊急用発電機を点検し、稼働させる給油所のス
タッフ

▲犠牲者の慰霊と復興を祈りながら、一つ一つ火を
灯していく

　　東日本大震災で犠牲になった方々の慰霊と復興を祈ること

を目的に、福浦公民館上の公園（相撲場広場）で地元の住民

や福浦小学校の児童が作ったランタンやキャンドルなどの点灯

が行われました。

　　この取り組みは東日本大震災を風化させないために、福浦

自主防災会が昨年から行っているもので、昨年制作されたペッ

トボトルのランタンに加えて、新たに竹キャンドル約160本、ガラ

スキャンドル約40個が作られました。

　　会に所属する松田恵
け い こ

子さんと菅原リエさんは、「3.11を東北

の方々がどのように過ごしているのかを考えながら思いを馳せ

る日にしてほしい」と話しました。

愛媛
CATV
動画

３/
21

花もちやチョコを手作り
親子で愛南町産の食材や郷土料理について学ぶ

▲花やうさぎなど色鮮やかな花もちを作る参加者

愛媛
CATV
動画

　　大規模地震や台風などによる広範囲の停電を想定し、緊

急車両への優先給油と住民への安定供給を行うための給油

訓練が町内9カ所の給油所で実施されました。

  緊急用発電機を備える給油所では、午後1時を迎えると一

斉に発電機を稼働させ、各現場の状況を石油組合事務局へ

電話報告しました。また、三原産業（株）南宇和給油所ではポ

ンプ車とパトロールカーへの給油を行いました。

　　愛媛県石油商業組合南宇和支部の近籐藤晃
あ き お

生支部長は、

「冷暖房が使える車は避難所として使えるため、安心を確保

するためにも車の燃料メーターが半分を切ったら満タンにす

ることを心掛けていただきたい」と話しました。

　　愛南町生活研究協議会の小野山かをりさんと山平麗
れ い こ

子さん

を講師に招いた親子料理教室が平城交流センターで行われ、

小学生12人と保護者3人が参加しました。

　　今回の料理教室では、愛南町産の甘夏で作られたオレンジ

ピールを使ったチョコレートや、法事の際にお供え物として作ら

れる郷土料理の花もちを作りました。　

　　参加者たちは食紅で色付けされた生地で好きな模様や花な

どの飾りを作り、色とりどりの花もちを作り上げました。また、オレ

ンジピールを混ぜ込んだチョコクランチバーも製作し、友だちや

親子で楽しみながら郷土料理や柑
か ん き つ

橘についての知識を深めま

した。

愛媛
CATV
動画
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4/
11

町内 5 つの中学校で入学式
新入生 103 人が中学校生活を開始

▲新入生代表のあいさつを述べる新入生代表者

　　城辺中学校の新入生39人は、保護者や先生方に温かく見

守られながら式に臨みました。土居文
ふ み ひ ろ

洋校長は「限りない可能

性を輝かせながら充実した3年間を過ごしてほしい。小学校と

は違い、3年後には自分の将来を自分で選択する必要がある

ため、先を見据えて根気強く努力を続けてほしい」と、歓迎と激

励の言葉を送りました。

　　新入生代表者は38人の仲間の思いを胸に、「勉強や部活を

頑張り、常に明るい挨拶を心掛け、仲間を大切にしながら将来

への歩みを進めていきたい」と、抱負を力強く述べました。

▲最優秀作品1,229点の中から国土交通大臣賞に
次ぐ事務次官賞を受賞した木下そらさん

　　国土交通省と各都道府県が市町村と連携し、防災・減災の

意識向上を図るために実施されている「土砂災害防止に関す

る作品コンクール」において、篠山中学校２年生の作品が愛媛

県知事賞を受賞し、さらに2月16日付で令和３年度国土交通

事務次官賞に輝きました。

　　受賞の喜びについて木下さんは、「まさかこんな賞を頂けると

思っていなかったので驚きました。その後喜びを実感しました。

非常用持ち出し袋の改善について書いた作文が、皆さんにい

い作品だと思ってもらえて良かったです。」と述べました。

「土砂災害防止に関する作品コンクール」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和３年度国土交通事務次官賞を受賞　　　　　　　　

徳島県で開催された「エシカル甲子園」で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南宇和高等学校がエシカル甲子園特別賞を受賞　　　　　　　　

▲他校とは違うプレゼンや伝わりやすいスピーチ
を行った地域振興研究部の皆さん

　　3月18日㈮に「エシカル甲子園2021」の本選で、地域振興

研究部が、エシカル甲子園特別賞を受賞しました。

　　全国85校の中から予選を通過した同校は、自分たちの考え

る町の課題解決に向けて河
か わ ち ば ん か ん

内晩柑のグローバルGAP認証を

継続して取得していることやGAP食材を使用したレシピを考案

してアフリカ大陸の大使館職員の方々に試食してもらったこと、

さらに特産品の販売促進活動についての発表を行いました。

　　今後の活動として豊田愛
ま な か

華さんは「料理分野でも全国大会

が目指せるように努力していきたい」と述べました。


